
式典当日の記事が、デーリー東北

（左）と東奥日報でも取り上げられ、

地域の皆様とつくった大切な式典の

記念となりました。式典を終えた子

どもたちの感想を聞いたところ・・

「『来年の春はそれぞれの場所で迎え

ることになります』でとてもさびし

くなりました。」（小５年Ｕ）

「閉校してしまうけど地域の方々や

みんなとの思い出を大切に頑張って

いこうと思いました。」（小６年Ｋ）

「地域の方々に思いを伝えるために

自分が堂々としなければと思い、成

～有終の美を飾るために～ 功させました。」 （中１年Ｔ）

校長 本間 孝浩 「後ろの席でハンカチを手にしてい

るところを見て、田代小中への愛を

いよいよ明日から子どもたちは冬休みに突入です。今学期、閉校式典等多くの行事を乗り越え一回り 感じました。」 （中１年Ｋ）

成長した子どもたちも、少しホッとすることと思います。本当に頑張りました。また、保護者の皆様、 「体育館が埋まるほど来てくださっ

地域の皆様方のご協力にあらためて感謝申し上げます。 た皆様に感謝の気持ちを伝えること

数えてみますと、３月末の閉校まで残り１００日を切りました。島守小、島守中との交流学習も順調 ができました。」 （中２年ＭＥ）

に進んでおり、子どもたちとしては、不安はあるものの、新しい仲間と一緒に勉強できる期待感もだん 「えんぶりを自分自身が伝えていき

だんと膨らんできているようです。 たいと思いました。」（中２年ＭＳ）

そのためにも、田代小中での残りの日々の過ごし方が大切になります。何か特別なことをする必要は 「田代小中への想いの強さを感じ、

なく、『凡事徹底』で取り組んでいくことが大切です。凡事徹底とは、「なんでもないような当たり前の 感動しました。」 （中３年Ｓ）

ことを徹底的に行うこと」を意味します。朝は自分でしっかり起きる。その場に応じた挨拶や返事をする。 それぞれの心に温かく大切なもの

授業は集中してしっかり取り組む。清掃時間は一生懸命働く。部活動にも全力で取り組む。毎日の家庭 が刻まれました。

学習・読書等、普段小学生や中学生としてやるべきことにきちんと取り組むだけです。ただ、何でもな

いような当たり前のことを徹底してやることがいかに難しいかも分かります。自分一人だとすぐに楽な 雪が玄関を覆う季節になり今年もあと１０日足らず、

方に流れてしまいがちです。ですから、みんな（７人の田代っ子＋教職員・保護者・地域の方々等）で くる年、平成２９年はどんな年になるでしょう？

声を掛け合い、励まし合うことが、頑張りにつながると思います。中学３年生にとっては受検勉強ラス 皆様にとって、 穏やかで温かい

トスパート期に突入です。受検は個人戦ではなく団体戦だと考えます。希望進路実現のために、受検生 よい年になるようにお祈りいたします。

本人はもちろんのこと後輩たちもしっかりと先輩をサポートしていきます。最後に有終の美を飾るため １９日（木）国際交流員派遣事業（中）

に、みんなで残りの日々を大切に、充実させていきたいと思います。 １月 ６日（金）島守中学校との交流会 ２０日（金）英語検定 ６時間授業（小）

（中１，２年生のみ） 移動図書館

９日（月）成人の日 ２１日（土）教育の広場はちのへ

室内陸上競技大会 三浦哲郎賞表彰式（内城沙結希）

１６日（月）３学期始業式 島守中学校参観日

実力テスト１日目（中） （中２年保護者修学旅行説明会）

安全点検日 ２６日（木）集金日

１７日（火）実力テスト２日目（中） ２９日（日）日曜参観日

全校朝会 避難訓練 ３０日（月）振り替え休

１８日（水）合同職員会議 ３１日（火）全校朝会 ＣＲＴ（小） 酉

平成２８年１２月２２日
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